2019.3月　春の邪の診察法と治療法２

中本：午後のプログラム、今から実技ディスカッションを始めていきます。先ず各班に分かれてもらいましょうか。1班こちら、河村先生、田村先生、山崎先生、日比先生。2班、この廊下側の後ろの方ですね。こちら片岡先生、田宮先生、三谷先生。そして3班、平岡先生、茅田先生、西村先生、田附先生です。

今月も春なので弦脈を診てもらってですねツボの外虚内実を確認していくと言う事をやってもらいます。この時間は鍼をせずにですねツボをとにかく探してそこに押手を作ると言う事をやってもらいます。今回のテーマは押手を作ると言うことですね。ちゃんとした押手、姿勢も大事ですし、昨日実技のチェックポイントって言うのを送りましたけど、あのようにやっていただいてですねちゃんと上手い押手ができるのかどうかって言うのをやっていただきたいと思います。では、よろしくお願いいたします。

本田：はいそれでは実言ディスカッションを始めたいと思います。あの、脈状ですね。弦脈と外虚内実を捉えて脈状がどう変化するのかと言うのを確認していただいたんですけど、何かここはこうした方が良かったとか、ああした方が良かったとか、何か問題点とか修正点とか改善点とかありましたら挙手をお願いしたいんですけどどうでしょう。無ければ1班からどう言う事をされたのか聞いていこうと思いますけど宜しいですか。はい、それでは1班どこですかね。はい、河村先生どうでしょう。

河村：はい。僕が術者となって取穴をして押手に変わる時にツボ反応の場所がずれると言うことで、立ち方の姿勢であったり重心の持って行き方が違うんじゃないかって言うことをご指導いただいて、ちょっと良くなったかなと言う感じだったんですけども、今しがたですね、日比先生が術者になられた時に、取穴で取った高さを変えずに押手を作ると言うことをすると良い脈になったんです。ので、お伝えしたいなと思いました。あと、僕もそうだったんですけど、ずれる時ってどうも前傾姿勢になって行くのが分かったんですよね。取穴した時の押手の三指が自分の体の向こう側と言いますか、奥に行くような感じになるのでツボ反応が自ずとずれてきて良い脈が出てこない、胃の気のある脈が出てこないって言う事が分かりました。以上です。

本田：はい、ありがとうございます。その指がずれるって言うのは各班でもありますでしょうか。どうですか。例えばツボを見付けてそこで押手を構えるんですけど、ツボの上にきちんと押手の下面が来ているのか、それとも取穴した指をローリングさせてずらしていくのかって言う事を言われていたと思うんですけど、そう言うのは各班でありましたでしょうか。2班とかどうですか。

片岡：特になかったです。はい、無かったですね。

本田：上手にできてたので良かったですね。3班。そう言うのもいつも注意されています？臨床とかする時は。先生がた。

片岡：折角ちゃんと取穴した場所なのでずれないようには皆やっています。

本田：はい、ありがとうございます。3班はどうですか。

平岡：3班です。ずれると言う件に関して先月、僕が大分ずれてるずれてると言われたのでちょっと意識してやっていたんですけど、他の先生方は特に問題なくずれているんじゃないかと言う話は出てこなかったです。

本田：はい、ありがとうございます。今、河村先生がおっしゃった事って言うのは、多分ね知らず知らずのうちにずれていくんだと思うんですよね。だから気を付けてやっていると言ってもですねやっぱしツボの外虚の部分の所に押手がきちんと固定されているような押手をするって言うのは基本なんですけど、注意を払う一つの何て言うんですかね、情報として皆さん知っておかれたら良いかなと思いました。それでは2班お願いします。

片岡：はい、2班では大敦、臨泣、竅陰を触り比べて、その前に弦脈を確認してですね、3つのツボを触り比べて弦脈が微弦になる、より脈の変化が得られるツボを探すと言う事をしました。その一番良かったツボって言うものの外虚、湿っていたりとかフニャフニャしているものを確認しました。実際、押手を構える際に姿勢が前傾していたりとか頭の位置が下がっていたりとか、そうする事で脈が悪くなる、姿勢を正すと言うことの重要性を確認したりとか、あとは台になった先生の中で3つのツボの中で大敦が一番良いんだけれども、良い方向には向かいそうだけれどもと言う事でしつこくやっていたんですけれども、胃の気が十分出ると言う所までは行かなかったって言う先生がおられて、でも弦脈とかは確認できたので違う経の木穴が良かったのかなと言うこともありました。はい。

本田：はい、ありがとうございます。その班の中で何かこうこれは問題だなというような手技みたいな所がありましたら教えて欲しいんですけど。これを改善させた方が良かったなって言う部分ですね。

片岡：姿勢ですかね。姿勢が、思うように脈が変わらない事とツボを覗き込んだりとか姿勢が悪くなったりとか

本田：前傾姿勢が多いですか。

片岡：そうですね。反り返る人よりは前傾になる人の方が多かったと思います。

本田：重心とかもやっぱりずれているって事に繋がりますよね。

片岡：そうですね。

本田：あと大敦の位置とか言うのは結構色々ツボ反応を触られたと思うんですけど、色々な場所にありました？真ん中とかモデル点だとか結構横の方だとかそう言うのはどうでしょう。

片岡：そうですね。モデル点、取穴書か取穴の本（本田：取穴書）取穴書の場所よりも外側、示指寄りと言うか第二指寄りか、に寄っているのもありましたし、指先の方に寄っていたりとか後方と言うか後の方に寄っていたりとか。三毛の部って言うのはここは3人しかいないので無かったんですけれども、モデル点の周辺で探すって言う感じでした。

本田：ありがとうございます。各班でも多分モデル点から離れていたって言う所があると思うんですけど、スキルアップで森本先生が親指の所に指を入れて鍼をされていたとかあるんですけど、皆さんはそう言う風に工夫している所とかあるんでしょうか。3班、大敦を触った時に、何かこう指の第二指寄りに寄り過ぎていたらそのままではやり難いからその親指を動かしてするとか言うのもあると思うんですけど、そう言うのはありました？3班は。

平岡：どっちかって言えば親指を背屈させてって言うのはありましたけど、特に極端に言うほどまでは取って無かった。僕の班はどっちかって言うと爪側に主に置いてる人の方が多かったかなって言う（本田：そうですか）感じだったんで、特にそこまで。横を触るのは触っていたんですけど背屈させては触っていて、どっちかなと言っていて結局爪側の方が反応がきついよねって言う形で爪側の方で取穴していました。

本田：はい、ありがとうございます。1班どうですか。

河村：右側の拇指を取穴する場合はちょっと押手側の指をちょっと拇指と示指の間に指を入れて台を作るみたいな感じで押手を作ろうと努めていました。

本田：その時にモデル患者さん側は違和感とかは感じたりとかは聞いたことあります？聞いていないですか？（河村：聞いていないです）どなたかにやられたかは覚えています？覚えていなかったら良いんですけど、もしやられているんだったら違和感だとかですね違和感が無かったとかって言うのを聞きたいなと思ったんですよ。

河村：臨床でもやるんですけど、あまりそこについては言われたこともないんですけど、実際に結構挟んでしまうので圧迫感が出てくると思うので、確かに違和感は覚えられるかもしれないです。そっちに気が行って押手の方に集中できない場合と、患者側も感じるのが押手の方で感じていないのかも知れないです。

本田：その辺りもまた次の実技とかで皆さん感じてもらえたら。やっぱしオキシトシンでしたっけ。気持ち良い時に出るホルモンですからやっぱしそれも気を付けた方が良いんじゃないかなと思ってお聞きしました。ありがとうございます。じゃ次3班ですね。

平岡：3班です。問題点としては2点挙がっていて、その時に不安そうに触ってしまって脈があまり良くないよって言うのがあったんです。逆に不安そうな原因としてどうしても大敦とか細かい所のツボを狙うと指先で探してしまうと言うのがあって、一応、取穴する時に肘から全体を動かすと良いと言うアドバイスを頂いたんですけど、森本先生から聞いた事があるんですけど、どうしても上肢それを指先の方で細かい所を探してしまうと上半身に力が入り過ぎてましたと言う事で、それで肘から動かせるアドバイスを頂けたら良いかなと言うのが1点と、今度は他の先生なんですけど、押手の下面が開いているって言う事は意識していなくって、した時に押手の指の方に気持ち、同じ大敦を取っていただいたんですけど力が抜け過ぎていると言う関係もあったので、力がどうなったら良いかと言うのは、どう言ったらいいのかな

本田：皆さんに聞きたいって言うことですね。（平岡：ですね。あと）あ、すみません。3つ目は覚えられませんので1つずつ行きましょう。先ずは肘を引く対処ですね。どうですかね皆さん、取穴した時に、軽擦する時ですか？それとも取穴する時？

平岡：取穴する時に探してしまう時に（本田：指で抉ってしまう）手首を動かしてしまう、手首を中心に動かしてしまうと言うことですね。

本田：これをどうすれば改善できるでしょうか。1班行きましょうか。他の先生に当てましょうか。山崎先生、どうでしょうか。平岡先生がさっき仰ったように、取穴する時に、はい。

山崎：指先に力を、僕はたらんと幽霊のようなダランとした手で、そろっとツボの上を指をはわすイメージでやっています。

本田：その時に、たぶん肘から動いているんですよね。幽霊みたいな手で。

山崎：手がだらんとなるから、その指を、このブランはもう動かないから、このブランを動かそうと思ったら、肘を動かさなかったら動きませんよね、指先が。そやけども、それがブランとなっていない人は、肘完全に固定されて指先だけ、しゃくとり虫ゆうの、指先だけ曲げたり、伸ばしたり、曲げたり伸ばしたり、その指触らしてもらったら、ものすごく力が入っている。だから、まず、肘を動かそうなんて思ってやると、しゃくとり虫の指の力の入り方で、肘を押したり、引いたりしていますわ。それも意味がないんですよね。だから、まずは、指の力をだらんとする。それでも動かさないといけないから、どうしようかな、と気が付いたら肘が動いている。最初の頃はそうでしたわ。

本田：なるほどね。どうですか。平岡先生。もう一つは。

平岡：もう一つは、意識がなさ過ぎて、力がだらんと、肩の力が抜けすぎて逆に、逆パターンが。今度は押手の下面が開いちゃうという形で。

本田：その緩急が難しいという事ですね。

平岡：はい、その辺が。

本田：わかりました。大丈夫ですか、緩急というか、間の力の入れ方ですね。難しいところですね。でも、まず力はいり過ぎるのは緩めた方が良いと思いますし、緩み過ぎると力が入るので、その間は微調整していくのも練習ですから。各班の先生方のやり方とか、もし、それがうまくできなかったら、隣の班の先生方、僕とか中本先生もいるので、仰ってもらえたらお伝えできることがあるかもしれませんので、よろしくお願いします。他に無いですか。あるんですね。ごめんなさい。

平岡：大敦の細かいツボを取る練習として、大敦って範囲が触る範囲が狭いところで、取る練習して、押手の練習をした方が良いのか、例えば、足臨泣とか、足の甲にぺったと付けられるところで練習した方が良いのか、まず身体には取穴の押手の重さとか、その練習をするのは、どちらの方で練習した方がいいのか、あえて難しい細かいところで練習した方が良いのか、それとも臨泣とか大きいところ、その辺りで練習した方がいいのか、他の先生は、どういうふうに考えているのかな、と思っているのですけど。

本田：皆さんに聞いてみましょう。田宮先生、いきましょう。大敦のようにツボの虚の反応が小さいので練習したら良いのか、臨泣のように大きい、と平岡先生は仰いましたが、虚の大きいツボで、ツボ反応を見つけて、押手を構える練習をしたらよいのか、という、先生はどのようにお考えでしょうか。

田宮：両方ともすべきだと思います。もちろん、広いところでも練習して、広いところで練習した成果を狭いとこでやってみて、狭いところで尚且つもっとやってみて、そういうふうにやれば良いと思うのですが。広いところだけでやってしまうと広いところの癖がついてしまうと思います。

本田：はい、ありがとうございます。日比先生、どうでしょう。色んなツボを上手く使う練習をするのが良いと思うのですが、人によって、よく使うツボってあると思うんです。よく使うツボから練習していったらよいと思うのですが。平岡先生、どうでしょう。

平岡：ゆったら。（本田：決めつけてもらいたい？）それは無いのですが、姿勢とかの形を、大敦だから小さいところなので、手首が窮屈になったりとかいうので、練習して、取穴の形をしっかり練習するには、僕個人的には広い所からやって、両方、田宮先生が言う、徐々にやっていったらよいだけの事の話ですけど。体に覚えこますには、どっちの方から。

本田：これは僕だけの話かもしれないのですけど、学校で学生さんに教える時は、おっきな、もうわかりやすいツボをまずは触ってもらいます。じゃないとわからないんですよね。それがわかり始めたら徐々に虚的な反応のツボを探す練習をしているんですよね。術者の腕とか技術とかにもよるかもしれないんですけど、練習だったら、まず多きものを探す練習をしてから、そこで甘んじていたらだめですけど、田宮先生が仰ったとおり、その次には見つけにくいと言われているような細かい虚のツボを見つけることは絶対に必要ですよね。どうでしょうか。

平岡：はい。

本田：あとは、ツボ反応というものはしっかり分からないとダメですよね。虚的なツボ反応。虚的なツボ反応というのを触った時にしっかりイメージで来ているとかですね。学術部でもですね、中本先生と僕の虚的なツボ反応の説明がわかりにくい、と言われたんです。どうやって説明したらよいのかな、という事で話し合いがあったんです。それで、陥下している、というのは聞きますよね。陥下ってどんな手触りなんでしょうか？茅田先生。陥下。陥下しているって良く聞くのですけど。陥下ってどんな手触りがするでしょうか。

茅田：すみません。陥下って、僕初めて聞きました。

本田：ほんとうですか。ダメじゃないですか、学術部の資料。

茅田：陥下。陥凹しているということですね。

本田：そうです。そうです。指で触った時の感じ、皆が分かるような感触として、どのように先生は感じているのか説明するのかな、と思ってお聞きしたのですけど。まぁ、へっこんでるというのが、そのままなんですけどね。他にもありますよね。弛緩というのはペコペコしているだとか、枯燥は乾燥していますし、汗かいているツボもありますし、脈わずかに動ず、もありますね。これは皆さんどのように感じていますか？中本先生、どうですか？

中本：ちょっと他とは違う変化のある場所を意味するのかな、という感じで診ています。

本田：他にはどうでしょう。片岡先生。脈わずかに動ず、は虚のツボ反応のひとつとしてあるんですけど。

片岡：あまり意識して普段は触っていないですけど、まぁ、軟らかかったりするので血脈上にツボがあるとしたら脈拍とかを感じやすいんじゃないのかな。

本田：その通りなんですよ。調べていったら、表面が虚していくと、だいたいツボのある所は血管のある所が多いので、そこの拍動が感じやすくなるんですよね。外虚が酷くなると、そういう見方をする、という事があるみたいです。だから、そのような所を診ていくのも一つですよね。そうとう外虚が進んでいる、というのがそうかもしれませんが。一つ虚的な反応を見つけていくには一つの情報になると思います。あと、皆さんのなかで何か、え、平岡先生、これでオッケーですか？他に何か、これは話しておきたいことなどありますか。ないでしょうか。いいですか。山崎先生。どうぞ。

山崎：大敦を取って自分ではいいなぁ、と思ったんだけど、中本先生が来られて、中本先生が取穴して、もうちょっとで良くなって、悔しいな、と思って、で、何かなと思って、押手を軽くしたというよりは、僕が自分でマネしてやったのは、場所だけじゃなしに、深いところではなくて浅いところ、最近あまり言わないんだけど、ツボには場所もあるけど深さもある、ということを思い出すような感じでした。だから、中本先生は、僕のイメージの中に在る場所はほぼ一緒だったんだけれども、一緒だと思いますよ、中本先生が教えてくれたツボに押手を構えたのですから。その後で、軽くするのではなく、浅いところで構えたら良い、という事に切り替えたら、もっと良くなった、脈が良くなった、という事だったので、ツボには深さもあるなぁ、と今日、久々に感じました。

本田：とても良いことだと思うんですよね。皆さんはどうですか。ツボの深さとか探します。広さは、外虚があると言うのですが、深さはとかはどうですか？2班とかはどうですか？深さとかの話は出てきました？

片岡：はい、深さは、姿勢で前傾というのをただした方が良いと言う指摘があったときに、やっぱり前傾したり、頭が下がると指が重たくなる、押手が重たくなる、ということなので、適当な、適した押手を構えるとか取穴するのは大事だと思います。

本田：なるほど、これは山崎先生、取穴、適当な深さに押手を構えるのは、ツボの深さに関連しているでしょうか。

山崎：はい、思います。

本田：3班はどうですか？ツボの深さはとかは確認することはありましたか？

平岡：3班です。特には無いのですが、やっぱり押手が重いとちょっと深く入っているのではないのか、というイメージぐらいを持っています。僕も、個人的な感じですけど。

本田：田附先生どうでしょう。ツボ反応の深さとか。臨床でも良いですし、ここでも良いのですけど。

田附：あまり重たくならないように常に意識は持っていて、ツボからというよりは脈から、この人はちょっといつもより軽めにしないとすぐに悪くなりそうだな、とか印象を受けることが多いですね。

本田：そうしたら、脈で深さみたいなものを感じていると。（田附：そうですね）その人の身体の問題がある所っていうか。

田附：もう少しツボにも意識を持っていみるようにこれからしていきます。

本田：はい、ありがとうございます。西村先生、どうでしょう。ツボの深さは？

西村：あまり意識していないです。逆にツボの気のようなものを感じたら、それがここで取れそうかな、ということしか、あまり深いか浅いかとか。気がここで邪気が取れそうか、邪気を感じるツボかどうかしか意識していないです。

本田：ありがとうございます。もう一ついいですか。その気っていうのは、邪気のことですか？精気の事ですか？先生の感じとして。

西村：邪気かな、と。やっぱりそこに何か在るっていう感じなので。

本田：そうですよね。ありがとうございます。その何かある、というのを捉えられるようになりたいです。分かる人は分かると思いますが。僕も分からなかった人の方ですが。他に何かありませんでしょうか。たぶん、来年度は、まだ総会していないから言えないですけど、季節の治療はしていきますが、選経選穴というものにも触れていくんです。その時にツボ反応というものが大事になって来ると思うのですよね。どのツボを診察して、どのツボを使うにしても。さっき、山崎先生が仰ったツボの深いとか浅いとかいう所もですね。例えば、AとBを使う時に深さも絶対に出てきますし、広さも出てくると思います。で、そのツボを選んで改善するにはどうすれば良いのか、というのは深いのを浅くしていかなくてはいけませんし、広いのを狭くしていかなければいけないことがツボ反応と脈状の改善という事になりますので、またですね、このあたりも皆さんと一緒に勉強していきたいと思います。時間越えちゃいましたけど、以上で終わりたいと思います。ありがとうございました。
